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学級指導 ( 学級活動 ) における性教育 

養護教諭の果たす 役割 

浦添市立港Ⅱ 仲 学校養護教諭 屋 地 久 志津子 

1  テーマ設定の 理由 

学校における 性教育は，人間の 性に関する指導を 通して， 「人間尊重」 「男女平等」の 精神を 

育成すると共に 児童，生徒が 現在及び将来の 生活において ，当面する性の 間 題 に対して適切に 対 

処できるよう ，援助，指導していく 役割を持っている。 しかし，性教育の 場合，教師や 父母の性 

に 対する意識や 価値感は多様であ りそのために 学校で行 う 性教育に対しても 様々な考え方があ る。 

例えば，児童生徒の 性にかかわる 問題行動の現状をとらえて ，学校は性善徳を 考えるべきで ， 

あ るとか，多様な 情報環境からの 影響にたいして 性に関する科学的な 知識を教えるべきであ ると 

いったとらえ 方もあ る。 一方では性教育は 家庭で行 う べきであ り，学校で行 うノ、 要はないといっ 

た考え方もあ る " 

昨年度，本校において 実施した 牲 fc 関する意識調査の 結果，教師や 児童生徒の性に 関しての認 

識の足りなさや 価値感の違いは「学校における 性教育としての 教育活動をどのように 取り上けて 

いけばよいか」といった 課題を提起しているものと 考えられる   

人間の性を学ぶということは ，人間の生き 方，つまり人間であ ることはどういう 事なのかを， 

学習するものであ る。 つまり， l 人間の道徳」という 教育理念から・ 性教育をとらえなおす 必要 

があ るものと考えられよ う ， 

今回，養護教諭の 立場から，全ての 教師と共通理解を 深めっ っ 学級指導を通した 性教育 ( 指導 ) 

をどのように 実践すべきかを 考え ，本 テーマを設定し 研究することにした。 

Ⅱ 研究仮設 

Ⅲ 性教育の単元を 具体的に計画し ( 資料等も含む ) 学級担任に提供することによって．教師の 

  性 に関する認識を 深める機会になるであ ろう。 

② 学級指導を通して ，正しい性知識に 関する学習を 深めることによって ，異性を理解する 心が 

育っであ ろ         

Ⅲ 性教育に対する 基本的な考え 方 

人間形成をめさす 学校教育においては ，その教育目標を 達成する ぅ えでも，生涯学習の 一つの 

過程としても ，当然，性教育を 実施しなけれはならないと 用   ぅ " とく @ こ ・価値感が多様化し ，件 

に関する考え 方も複雑化するとともに ，性情報の氾濫などの 現象かみられる「 

学校における 性教育は ， 益々その必要性と 重典性 か 増してきている。 しかし・現状は ，性教育 

について「何を 教えたらよいのかわからない」とい @> 声が聞かれる「この 様な考え方は ，性教育 

を 単に性器やそれにかかわる 行動の行為や 環境・情報の 悪影響から性教育の 必要性を望む 声もあ 

るか ・これもⅢ c l させないように」 「止めさせるには」 「被害に会わないように」など 生活指 

導的しっけを 考えての性教育の 友華 が 現状であ る「この意味から「性教育」は 大切な教育活動で 

あ ることを認識しなければならない。 
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V  本校の性教育の 現状と実態 

本校の性教育の 取り扱 川 c ついては，学級指導の 年間指導計画の 中に位置づけられている。 し 

かし，実際に 学級指導の時間で 授業として展開されているかどうか 不明瞭であ る。 

Ⅰ
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Ⅵ 性教育実践への 構成 

]. 実践手順 

  
  性教育の基本的考え i 

  

  

｜ノ ーⅠ   と 。 " " " " " " l 

一 ㍉ 暗 フロ す ラムの設計   

  

/   

生徒の実態，地域の 実 雙 」 

2. 授業実践への 養護教諭の働きかけ 

実践，場合 働きかけ ( 養護教諭 ) 

  

・検証授業 ・日程調整 ・全職員への 啓蒙     
  

    
  

ゾ、、 ・ 、 
  ・Ⅱ 程 調整・調査対象クラスの 選定調査 

O 学 年 
・父母 ・各学年 3 クラス 

  ・授業当日の 場所の ・その他 ，生徒 ・授業クラス @,2) 

--@  Ⅰ 

    

｜ 

  

O 担 任   0 資料準備 
，性教育の概要 ・基本的考え                   理解     ・資料 ( 性教育概要 ) 

  ・教材 ( ビ テオテープ・パネル ) 

，生徒 ・父母の実態把握 ( 意識調査 )   ・その他 ，印刷 

/ 
  

0 その他の職員 / ， 

・文献 ・副読本 ( す はらしい成長 ) ・予算について 
  

・父母の意識調査 ・器材準備 ・印刷製本 ・副読本 ，参考書の選定 で 、 ""   

    

--- 工 26 一 
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Ⅷ 授業実践 

]. 単元 名 「学級指導における 性教育」 

2. 単元目標 

① 男女の特性を ，それぞれの 立場から理解し 望ましい異性とのかかわり 方について，認識を 

深める。 

② 男女の体の発達， 及ひ 個人差について 理解させる 

③ 人間尊重，生命の 大切さについて 学習し ， 望ましい生き 方について，能力と 態度を身につ 

けさせる。 

3. 学習計画 

学 年 授業者氏名 授業日課 主 題 名 学習 内容 

ml 則 0 日 異性に対する 理解 ・男女の意識 ・異性に対する 

(5 校 時 ) 態度やエチケット 

1 年   知俳節子     

  
ml 月 13 日 i 男女の違 い ・男女の二次性 

2  年 

(6 校 時 ) ・発育の個人差 

    

ml 月 14 口 思春期の心 ・自我の目覚め 

朝 妻 育 子 (5 校 時 ) ，異性に対する 心の働き 

  

屋地久 志津子 11 月 21 日 異性の休   ・ ホ 、 ルモンの働き 

C5 校 時 ) 

ml 同 16 日 青年期の心 

(5 校 時 ) 

3  年 上 地 多恵子， 
  

ilU 月 18 日生命の誕生 

l(2 校 時 ) 

・生理的機能 

，男女の欲望 

・青年期の健全な 心 

・ 受 ，比のしくみ 

，胎児の成長 

4. 事前、 事後の指導 

山 ・事前二 性 に関する不安や 悩み、 異性への関心等について ，意識調査をした。 

(2@ 事後二授業後感想文やアンケートを 書かせる，必要に 応じての個別相談。 

--- 工 28 一 



(1@  1 年 

① 主題名 

  第 1 時 「異性に対する 理解」 

  第 2 時 「男女のちがい」 

② 学級の実態 

男女とも明るい 子が多く，学級の 雰囲気は和やかであ るが，その反面。 おしゃべりか 多 

く 授業の規律が 守れないことが 多い ， 

心身の成長に 男女差，個人差があ り女子のほとんどに 性の日覚めが 見られるが．男子は 

幼稚な生徒が 多く，言動が 粗雑で女子に 嫌われるところもあ る。 

異性に対する 思いやりの心がまだ 育っていない。 

③ 本 時の目標 

。 第 1 時 異性の特性をそれぞれの 立場から理解し 含 ぅ 能力と態度を 身につけさせる ， 

。 第 2 時 策ニ次 性徴の発現を 理解させる。 

の 授業の展開 

は 。 出欠確認、 準 ・パネルⅢ 

じ 。 学習のねらいと ] 時間の見通しを 確認する。 ， 表 (2) 

め 男子の良さ，女子の 良さ ・ バ不ル (3) 

5 男女の協力によって 得られる喜びは 何かを発表させる。 ・ 表 (4) 

分 備 ・ボード (5)   
学 習 活 動   @ ヒ日 導 

10  。 ねら ぃ 大人への準備期として 大切な時期であ ること 

  
男女の特性をそれぞれの 立場から理解し を知らせる。 

表 をもとに気付かせる - 

1. 人間の一生について 

元 よ - 

か   

人
は
 

 
 

す
今
 

で
は
 

人
達
 

 
 

少
年
 

 
 

八一 １ l 歳ですが，これから 大人になるための 準備をする 8 年間で 
のです， 
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5 . 2. 脳のはたらきについて 理解する。 

分 ， 古い 脳 とは ? ・脳について 具体的に説明する。 

・新しい 脳 とは ? 古い脳は人間に 生まれつき備わっている 

新しい 脳 本能を司り「たくましく 生きるため」の 脳 。 

( 新しい皮質 ) 新しい脳は学習や 経験で環境にうまく 適 

二 占い 脳 而 していく 「うまく生きるため」の 脳 。 

  ( 古 い 皮質 ) ・実態調査をもとにして 解説し意見を 求める。 

釆 古い脳は本能を 支配し ， 新しい脳は学習 

  によって発達することを 知る。 

          10  3. 異性に対する 興味関心について 理解する。 ， 1. 異性に対して 興味関心があ りますか。   
・異性に興味があ るか " 曽 " な " し " l 

  項目光常にあ 一 ァ """' ㍗Ⅱ ヂ る ":""".":"""::""""" イ Ⅰ。 " Ⅰ 『 丁 " こ @":"@'"'":"" Ⅰ     '"@""   Ⅱ「     :       Ⅰ "" 一一一一 

・異性の友人を 持ちた いと忠、 ぅか， 

  ，個人差があ るのはどうしてか     

: ウ ナ           

それぞれの意見を 出し合ってみる。   

2. 異柑 C 対していたわりや 尊重をしていますか。 

  

分   
なのか "   表させろ。 
考えかた，行動の 仕方，過ごしかた 男 女の協力ができていますか。 

・それぞれの 良さは何か         

どのように語り 合ったり行動し 合 ズ 」 は   

  

よ いか 。 40 

どのよ う @C 認め合うか。     
20     

  10     
  

      
  きく きい きま きと 

  る た なり なん 
          い と   

  5. 異性に対する 理解を知る 
  ・男子の立場と 特性は何か         

  

  
，女子の特性は 何か。     ・ 異 ・吐に対する 朋 ． い やりやいたわりの 氾は理 

  

( グループでまとめて 発表する ) 、 必要に応じて 助言したり説明を 加える。     ・相互理解の 心の配慮はど う あ るべきか。 ・解されているかを 見抜く 、   
㍉学習のねら 、   が 理解された力を 確認する。 
  

i め 

  桂 とは何であ ったか。 

  脳の働きは 

@ 5 

  
  

異性に対する 用、 いやりの心と 理解は   

t 力 ・次回のねらいの 確認   
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授業の展開 く第 2 時 ノ 

ま ; 

じ 
め 

5 

分 

キ仏 

か 

40 

分 

ま 

｜ とめ ・ 

5 

分 

  本 時の学習の見通しを 

・ 1 時間の授業の 流れ 

，出席確認 

も
に
 

つ
つ
 

' て 

  

1
2
3
 

  

オ
ル
 

デ
ネ
 

表
ビ
パ
 

 
 

 
 

学 習 活 動 m き 導 

・ 前 時間の復習をする ， 

体の変化について． その他 

1. 男女の体の違い ;C ついて理解を 深める。 

  2 次，性徴の発見原因について 

  男女のホルモンの 作用について 

賞
 
?
 

に
 

鑑
は
徴
 

オ
と
成
 

デ
千
 
次
 

ビ
男
 
2
 

 
 

2
 

3
 

・女子 

おける個人差 

高い， 低 

高い ， 低 

は
知
 

と
 
る
 

い
 
い
 

?
 

る
 

ビデオから何を 感 

見 る 出し合う。 

・成長段階におけ 

呪 する。 

・ 2 次 成 徴の発見 

・発問しながら 自 

・ 22 次性徴におけ 

・生徒個々の 意見 

パネル 3 

体の発達の現象 や 

 
  

 

 
 

 
 

  

  

  

  

る ， L 、 と 

と 作用 

発 的に 

6 個人 

を 引き 

言葉の 

    
  

    
精 液 

はたら   
月 経 

    
    
  

  
  

  スター べ一   

    体の悩みにつ 

について助言 

学習させる， 

  差を説明する 

出すよ う に す 

意味がわかり 

  

  コ
訪
 

イ
，
 

る
 

  

 
 

 
 

す
 

 
 

忽
 
"
 

じ佃 / を   理解し   

 
 

土
 

古
ル
 

た
 

ほとんどの生徒が 言葉，意味を 知 

う 結果になっている ， 

・ビデオの見方・ 考え方を理解さ 

   
 

と
 

 
 な

 

6
0
 

 
 

せ
 

      
・ 2 次性徴のしくみについて 理解できたかを 理解する。 

( 男女の体のしくみの 違いなど ) 

  次 時の予告 
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(2@  2 年 

① 主題名 

  第 1 時「思春期の 心」 

  第 2 時「異性のからだ」 

② 学級の実態 

全体に明るく ，素直な子が 多い。 授業の雰囲気もわりと 良 い 方で授業に対する 反応が見 

られる。 男女の仲も良くさとまりのあ る学級であ る。 

男子は幼稚な 面がみられるが ，休み時間など 自分達で工夫していろいろな 遊ひ をしたり   

運動場で野球をしたりして 活発であ る 女子は室内での 遊びや静かに 読書することを 好む。 

最近は男女共に 性への目覚めが 見られ，互いに 好きな異性の 話しなどをしている 場面が見 

られる， 

③ 本 時の日 標 

。 第 1 時 思春期における 心身の変化を 理解させる。 

。 第 2 時 男女の生理について 科学的な知識を 学習させる。 

① 授業の展開 く第 1 時 ノ 

， 本 時の学習のねらいと 見通しをもっ 
Ⅰ @ Ⅰイー ひ 

じ (1 時間の活動の 仕方 ) 

め ・出席確認 

5 

分 

  
学 習 活 動 

    

1. 中学生の心理的特徴とは 何か 

・服装と容姿への 気配り 

・精神的不安定 

・心理的特徴の 例 

自我の発達 

Ⅰ 5 劣等感 

分 件への関心 ( 興味 ) 

異性への関心 

友人関係の変化 

( テキスト P 一 38) 

表 
準 

(l Ⅱ 

・ バ不ル (2) 

表 Ⅰ 3) 

・ボード M Ⅲ 
備 

・テキス   

指 導 

・生活の中から 心の変化を取り 上げて説明を 

加える。 

    異性に対し興味，関心があ りますか。 

          。 '- 「 

  
  

2. 異性に対しけたわりや 尊重をしていますか         
  

・体験したことから 発想を求めて 学習に専 く 。 
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    60 
50 

40 

30 

20 

Ⅰ 0 

てい   

    

2, 異性への興味関心や ，友人関係での 悩み ・中学生時期にどんな 悩みが多く表われるか 

Ⅰ O 
について理解する。 引き出す。 

心の成長 
分 ・体験したことや・ でまとめてみる。 聞いたことをグルーブ ( 思春期 ) 

よ 尹 

・悩みやすい 原因は何であ るか話し合う。 ・特別な人を 好きになる。 

か ・エッチなことを 考える。 

を 書きたくなる。   
，みんなに目立っことをする。 
・はだか @c 興味を持っ。 

・その他 
3. 男女の心理について 理解する。 ・男女の心の 変化と違い る 説明する。 

・男子の長所 ・考え方はどうか ，意見を求める 

・女子の長所 ・友情と恋愛の 違い る 例をあ げて説明する。 
・男女の考え 方や違 い 

4. 好ましい男女交際について ・男女交際のすばらしさと。 正しいあ り方を 
・友情とは何か 話し合わせる。 

15 ・恋愛とは何か 

分 ・好ましい異性のタイプは ， 好ましくない 異性のタイプは 

( テキスト P 一 44) = すばらしい成長 

米 意見の中から 説明を受ける ・男女交際について 助言する」 
5. よりよい人間関係を 育てるためには ， ど ，社会で生きていくためには 人間関係の大切 

ぅ するべきか さを助言する 

・男女 問 のあ り方 

・同性間のあ り方   「」 性性異同間間「Ⅰ のの つつ きき ああ しし 、、 

  
分 @ . 次 時の予告 
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授業の展開 く第 2 時 ン 

はじ ，出席の確認 (1) め ・ 本 時の学習のねらいと 見通しについて 吐 デオ (2) 

表 

5  . 1 時間の授業の 流れについて ・パネル (3) 

分 
学 習 活 動 

  指 導 

10  ・ 前 時の復習をする。 ・思春期の心理的特徴について 理解できたか 

分 思春期の ， 小の大切さほついて 知る ， を 見ぬ { 
  1  二次性徴がホルモンの 分泌によるもので ・ : 次 性徴の発見について 理解させる 

あ ることを知る 0 パネ、 ル 3 

な ・生理現象 休の発達現象や 言葉の意味 

。 男女の違い 

か ・個人差について 

2  ヒテオ 鑑賞 

異性の性器の 構造と機能について 理解 ・ ヒテオ 鑑賞後の性ホルモンと 第 2 次性徴発 

20 し 人間の性について 知る ， 児の関係を理解できたか 確かめさせる。 
分 

  
( バネ 、 ルゾ十 ソタ 一 活用 ) 

  

    

5  する， 健 仝 な 生活の大切さに 気づかせる " 

分 止しい自己理解，誇りと 健全な生活態 

度を身につける。 

4.  ビテオ から何を感じたか 意見を出し合う Ⅱ テオ の兄山，考え 方を理解させる     
ま 
と ・異性の体や 生理について 理解できたかを 確かめる。 意見を出してみる ， ( まとめてみる ) 

  

 
 

4
 

3
 

 
  

 



(3)  3 年 

① 主題名 

。 第 1 時「青年期の 心」 

。 第 2 時「生命の誕生」 

② 学級の実態 

男子は明るくおしゃべりであ り，授業中も 注意されることが 多い。 女子はおとなしく 少 

々積極性に欠ける 面もみられるが ，学級全体としての 雰囲気はきとまりがあ りよいように 忠 

思われる、 ， 

③ 本 時の目標 

第 1 時 男女の人格形成を 通して正しい 性の欲求や感情を 身 lc つけさせる。 

。 第 2 時 性と生命について 正しい認識を 持たせる。 

④ 授業の展開 く第 ] 時ノ 

は ・ 本 時の学習 
準 

表 (1) 
じ ・出席確認 

・ バネ、 ル (2) 

め ・アンケート 調査結果により 自分を見つめる。 ・ パ不ル (3) 
5 

備 ・パネル (4) 
分 

・テキス   

学 習 活 動 指 導 

1. 男女の欲求について ( 人間の欲求 ) ・異性への関心や 学級の実態から ，第 2 次性 
・一次的欲求 徴 ，精神の発達など 不安や悩みにふれさせ 

Ⅰ O 
生命 ( 個体維持 ) と種族保存のための る " 

小 
欲求について ・欲求と行動のかかわりを 理解させる。 

・二次的欲求 「保護竹野の 学習を思い出させる」 

生育の過程でっくられ・ る 自我の欲求， ・男女が各自の 性に誇りと健全な 異性観を持 

社会的欲求。 
・欲求と性行動 る 

  
性的欲求が色々な 行動や態度を ぅみ出 パネル (2) 

ち ，自分を育てることの 大切さを理解させ 

していることに 気づく。 

  

1. 異性に対し興味．関心があ りますか。 

2. 異 ，性に対していたわりや 尊重をして い ま 
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田
舟
 

%
 
分
 

2
 人間の性の欲求特質 ・人間の欲求は 学習によって 理性的にコント 

・人間の性の 欲求と他の動物と 違う特質が ロールできることに 気づかせる， 

あ ることを知る。 ・人間の脳と 動物の悩との 違いを知らせる。 

・性をかい楽の 対象として行動することの・パネル (3) 

意味を知る         いろいろな動物の ，悩 

・大脳皮質の 発達によって 性的欲求を自己 

意志で統御抑制できる。   
( 理性が働くことを 知る )   新しい 脳 

        

Ⅰ 二三、       一 古 い脳 

"" 弓 "   
人間     

 
 

サ
ノ
 

 
 

 
 

3. 男女の違い 

  。 性欲の現れ方には 男女の差異のあ ること 

を知る。 

  ， 件 刺激に対する 反応に男女の 差異のあ る 

ことを知る。 

  

釆 本能 ( 古い悩 ) の心は，ネコ や ウサギと同 

じように自然の 知恵，生物として 生きてい 

  くのに大切。 

米 新しい悩の心は 学習によって 内容がつくら 

れるから，人間関係を 大切に正しい 知恵を 

身につけておく。 

  テキスト P 一 35 

  人間は欲求を 抑えたり刺激をさけたりする 

能力のあ ることに気づかせる。 

・古い 脳 ( 本職 ) . 新しい脳について 理解さ 

せる。 テキスト P 一 32 

・ポルノ雑誌などを 例に気づかせる。 

・性行動をおこすしくみ 

・視覚的刺激の 場合 

・接触による 刺激の場合 

・欲求 呑苗 がもたらす性行動について 気づかせる， 
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Ⅲ
 分
 

ま
と
め
 
5
 分
 

・欲求の解消 

性的欲求を統御することに 気づく。 

4. 中学生期の生活 

・心身ともに 大切な ( 成長期 ic あ る ) 中学 

上期であ り，男女が理解しるい 思春期を 

生きぬくにはどのように 心がければよい 

か話し合う。 

    

  

・性欲の統御は 容易ではないが ，人間は教養・ 

理性によって 自制 心 が働き自分の 欲求を コ 

ントロールすることを 理解させる。 

パネル (4j 

3. 男女の協力ができていますか " 

膠
何
 
0
0
0
0
 

却
 ㏄
 

 
  
 
圧
 

 
 

  一 

7 Ⅰ． 4 後
口
 

男
女
 

一
  
 

4.8 
  一 " 
ほ
と
ん
ど
 

で
き
な
い
 

あ
ま
り
 

で
き
な
い
 

Ⅰ
Ⅰ
十
八
 

@
 Ⅰ
Ⅰ
 

@
 Ⅴ
 才
 
-
 
ハ
 @
 Ⅴ
 

で
き
る
 

よ
く
 

で
き
て
い
る
 

  

できるよ う fC 助言する。 

  

・ 本 時のねら ぃ が理解されたか。 

・人間の欲求男女の 欲求の違 い など理解できたか。 

    る
 

確
認
す
 

て
 

 
 つ

 

 
 

 
 

 
 

 
 

ね
 

の
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授業の展開 く第 2 時 ノ (3 年 ) 

はじ ・ 本 時の学習のねらいと 見通しをもっ 
め ， 1 時間の授業のながれについて 

  
分 5 ・出席確認 

備 

学 習 活 動 指 導 

・ 前 時の復習をする ・理性と口 制 心の働きについて 理解させる " 

  吐の尊厳と人間尊重について 

・休の発達現象に 関する言葉の 意味を理解 ・実態調査を 通して言葉の 理解の大切さを 知 

Ⅰ 0 させる     らせる。 

分 精通現象 

例 月経のしくみ 

自慰 ( マスター べ一ソョン )     

ア よ - 
1. 生命の誕生について 理解を深める。 ・自分の出生時の 様子について ，親の子に対 

か 
・受精のしくみについて「 する愛情や期待について 考えさせる。 

，出産の厳しさと ， 喜 ひについて。 ・母性の役割，異性の 責任と い たわりの大切 

さほ ついてしっかり 強調する・「 

2. ビデオ鑑賞 ・生命創造の 科学 
25 

分 
・生命の誕生について 理解する。 ・生命誕生の 神秘さを理解させる   

・受精の神秘づ 受精卵の着床 ・ 本 案や疑問のあ る生徒は個別指導をする   

  
・妊娠・出産 づ 胎児の成長 吐 テオ の見方，考え 力 を理解させる 

  
  ま ・生命の尊さについて 理解できたか   

分 ・ 次 時の予告 
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5.  感 想 

(1@  生徒の感想、 

① 1 年生㈲ 
@B) (0 (D) 

わ大 どし 
ともち が、 よ な   

わ太 っ る   
か 事とほ 
っなエど   
たこ ッな だでる 
，とチあ は は こ のビ ． 三ビ     

こデ時デ   

  

だだと となと 

なこ んとな に 

  
とけ 思、 思、 くは したりはのた 、 どょ思 た るとオ     
け ど っ い     

ま大い ; 

し 坊や     
が育 くは もっとに の 学て   

② 2 年生 

  今日のねら ぃ は理解できましたか。 

・理解できた 24 人 (68.696) 

・だいたい 9 人 C25.7 %) 

・わからない 2 人 C 5.7 %) 

0 今日の授業で 感動したこと。 

・感動した 0 26 人 (74.3%)  。 今日の学習をどのように ぅ けとりましたか。 

・感動しなかった。 9 人 (25.7%) ・真剣にとり く むことがで 10 人 (28.6%)   

。 感動した。 と答えた内容 きた。 

・男の体の発達がわかった。 ・は づ かしかったが 大切と 22 人 (6,2.9%) 

・新しい 脳 ，古い脳の構造について ぽ 、 って聞いた。 

・思春期は心も 変ることがわかった。 ・は づ かしくていやだった。 2 人 ( 5.7%) 

・ 1 次性徴， 2 次性徴のあ ることがわ こ のような授業は 必要な 1 人 ( 2.9%) 

かった，授業がもっとあ ってよい。 いと 思、 った 。 

・思春期の体の 変化，異性に 対する考え等 

・男な交際や 人間の一生について 

。 今日の授業で 学んだことを 今後ど う 生かしたらよ いか         

・学んだことを 今後， いかして い きた い 。 

・自分の悪かった こ とを， これから直して い きたい         

・大人になったら 役に立つと思 う、 

・これから男子とつき 合って い く時に   役に立てた い         

・いろいろわかった ， 自分の悪い所を 少しづ つ 直していきたい」   

，将来役に立つようにしたい。 

・わからない ，男子 8 人，女子 2 人         
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(,2@ 教師の感想 ( アンケート ) 

① 指導計画の資料として 適当であ ったか。 

。 資料は見やすく ，わかりやすく ，使いやすくて 良かった " 

② 1 時間の内容として 指導資料はどうだったか。 

  1 時間目に「脳の 構造」を使ったが ， 2 時の第二次性徴に 使った方がよかった。 (1 年 ) 

  1 時間目は内容が 消化できなかった。 (2 年 )  。 適当だった。 (3 年 ) 

③ 授業展開の中の 系列化や内容に 問題はなかったか。 

。 指導計画がよく 出来ていてよかった。 (1 年 ) 

。 自分なり fc 流れを工夫した "  (2 年 ) 。 担任の個性を 生かして指導した。 (3 年 ) 

①指導内容は 生徒の実態に 即して，適当であ ったか。 

。 ビデオ ・適当，内容も 良かった。 C1, 2 年 ) 

・良かったがもっと 深みのあ る妊娠。 出産場面があ った 方が良かった。 (3 年 ) 

0 パネル ・適当，大変よかった ， 使いやすかった。 

。 その他 ・副読本があ り，授業を進めやすかった。 続きを勉強したいという 生徒もいた。 

⑤ 授業を実践しての 感想 

。 これまで学級の 中で男子が女子に 対して悪口を 言ったり，他意なく 乱暴を倣ったり ， 

粗雑な言動が 多くみられたが ，授業後は互いに 男女の違いがわかり ， 文 意識したのか 

心なしか，そういう 言助 が目につかなくなった。 

  知識として理解することができて 負った。 又男女のタイプの 授業成果があ った。 

。 授業後気軽に 話ができるようになっている。 他意ない言葉を 出す生徒もいるが ，それ 

を指摘して指導できる 雰囲気になってやってよかった。 

。 養護教諭の指導案で ，担任の個性をいかした 指導ができた。   

。 今まで性教育をしたひと 思ったが，科学的根拠に 基づいた資料作成がむずかしく 文段 

階 的資料でなければ ，子供達の理解もむずかしいのでとりくめなかった   ，養護教諭の 

資料でやりやすかった。 こんな場をつくってくれてあ りがとう。 

。 初めての授業で 最初は不安だったがやってよかった。 教師自身も高まって ，普段の授 

業にも生かしている。 今後もやってみたい。 

。 文教師として ( 母親 ) の本能が出せて 学級の生徒とのつながりができた。 

。 今の子供達には 性教育がぜひ 必要であ る。 「子供の中にはあ やふやの知識を 持って い 

ながら，性に 対する高い関心をもっている 子も少なくない。 正しい知識を 教えてやる 

ことが大切であ る。 

。 生徒が興味を 持ち，気持している 通りいっ へ んの授業「生徒は 関心の差があ る」では困る " 

  日常の学級の 雰囲気の中においても ，指導が行えるようにすべきであ る。 

。 一方的な指導に 終っているので ，生徒間のディスカッシ ，ン の中からお互いに 学習し 

あ える場がほしかった。 
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Ⅸ 研究の成果と 今後の課題 

]. 研究の成果 

養護教諭の常時執務で ，個別・随時指導を 実施しながら・ 性教育の系統的な 指導の重典性を 

常に感じていた。 しかし， 誰 れかがやるだろうと 思い，積極的にはなれなかった。 今回，教育 

研究所での研究の 機会を得ることによって ，研究期間中「性教育についての 参考資料や月刊誌 

新聞の切り抜き 等をみながら 益々学校における 性教育の重要性と 養護教諭の果たす 役割の人 き 

い ことを痛感した ， 

中学校における   性教育を考える 場合，当然であ る学校教育目標を 達成するような 適切な指導 

内容，指導計画，学級指導への 他 直っ け 等を考慮しなければならない。 学校においては ，養護 

教諭を中心に 性教育の資料を 収集し学級担任に 提供できるようにしたい。 文学級担任と 養護教 

諭が タイアップ し ，性教育を充実させ ，生徒 達 が生涯にわたって 生きがいをもち ， 幸 わせな生 

活ができるよ う ，その基礎，基本をしっかり 身につけさせる 努力をしていきたいと   思います - 

そこで，学級指導における 授業実践を通して ，次のような 成果をみることができました。 

山 理論研究を進めることによって ，性教育は学校教育において ，重要な分野であ ることを 知 

った 。 

(2) 性教育に関する 視聴覚教材 ( ビデオ ) 貸料等を提供することによ「 て ，学級担任をはじめ 

全職員や父母の 意識が高まった。 

(3@ 養護教諭が，授業の 展開の中で，専門的分野を 受け持ち授業の 実践を試みた 

(4) 生徒の「性」に 対する正しい 認識を ， 深めることができた     

2. 今後の課題 

(1)   性教育を組織的に 学級活動の中に 位置づけ，指導の 充実を図るように 働きかける " 

(2) 性的成熟の早期化に 伴い，個人差 ac 応じた指導を 行ない，不安や 悩みを解消させる 指導の 

手立てをして い きた い 。 

おわりに 

4 カ月間多く文献にふれ ，多くの先生方にふれ ，多くの知識を 得ることができ 有意義でした。 

その成果を現場の 教育活動 fr 生かすようにしたいと 思 、 います。 長期研修の機会を 与えて下さった   

浦添市教育委員会並びに ，本校の友香 實吉 校長 (<- 厚くお礼を申し 上げます。 吏に面接ご 指蝉ご 助 

言をいただきました 東恩 納言一指導主事，大城 昌周教 研所主査，本校の 全職員， 他 諸先生方に感 

謝 申し上げます。 

く 引用 参考文献、 資料 ノ 

。 性教育マニュア・ ル 、 田能村 思川． 大成出版 ・異性とのかかわり 20 分 VTR 

。 性教育指導事典 平安信義 ぎょうせい ・男子のからた   20 分 " 

。 これからの性教育上下 副 ll, 福本 東山書房 ・女子のからた   20 分 " 

。 性教育指導資料 ( 中学校 ) 田能村 学校図書 ・子供たちへ 55 タ )  ガ 

。 性教育の考え 方進め方     ， 心のふしぎ 19 分 " 

。 性教育指導要項，解説書 Ⅱ本性 協 ・女の子男の 子 16 分 ソ 

。 養護教諭実務 講 例 5) 田能村，田崎，第一法規 ・生命の誕生 。 25 分 。 

。 「性に関する 教育」指導の 手引き，富山市教委 ・生命の創 告 18 分 映写 

" その他 ・ 忠 春期の男女交際のために 21 分 " 
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